
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 複数のチャネライゼ
ーション符号を用いて通信を行う符号分割多元接続方式に基づく移動局であって、
　当該移動局に割り当てられた前記チャネライゼーション符号の数
を示す 第１の識
別コードと、前記符号分割多元接続に用いられる変調方式を示す

第２の識別コードと、
前記第１の識別コードと第２の

識別コードと 前記トランスポートブロックセットサイズを
第３の識別コードとを受信する手段、および、

識別する手段
とを備えたことを特徴とする移動局。
【請求項２】
　識別される前記トランスポートブロックセットサイズの種類の数は、前記第３の識別コ
ード単独で識別可能なトランスポートブロックセットサイズの種類の数を超える
ことを特徴とする請求項１記載の移動局。
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識別コードによりトランスポートブロックセットサイズが通知され

であるマルチコード数
とともに前記トランスポートブロックセットサイズの識別にも用いられる

とともに前記トランスポ
ートブロックセットサイズの識別にも用いられる 前記第１の識別コ
ードと第２の識別コードとの一の組合せに複数種が対応し

組合せられることにより 特定す
る
　前記第１の識別コードと第２の識別コードと第３の識別コードの組合せと前記トランス
ポートブロックセットサイズとの関係を示すテーブルに基づき、前記受信手段により受信
された前記第１の識別コードと第２の識別コードと第３の識別コードとの組合せにより前
記トランスポートブロックセットサイズを



【請求項３】
　所定データ量毎にＣＲＣを付加された情報データを受信する移動局であって、
　前記トランスポートブロックセットサイズは、該所定データ量のサイズである
ことを特徴とする請求項１または請求項２記載の移動局。
【請求項４】
　 複数のチャネライゼ
ーション符号を用いて通信を行う符号分割多元接続方式に基づく移動局における情報通知
方法であって、
　当該移動局に割り当てられた前記チャネライゼーション符号の数
を示す 第１の識
別コードと、前記符号分割多元接続に用いられる変調方式を示す

第２の識別コードと、
前記第１の識別コードと第２の

識別コードと 前記トランスポートブロックセットサイズを
第３の識別コードとを受信するステップ、および、

識別するステップ
とを備えたことを特徴とする情報通知方法。
【請求項５】
　識別される前記トランスポートブロックセットサイズの種類の数は、前記第３の識別コ
ード単独で識別可能なトランスポートブロックセットサイズの種類の数を超える
ことを特徴とする請求項４記載の情報通知方法。
【請求項６】
　所定データ量毎にＣＲＣを付加された情報データを受信するステップを備え、
　前記トランスポートブロックセットサイズは、該所定データ量のサイズである
ことを特徴とする請求項４または請求項５記載の情報通知方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報をデータ量の少ない識別データに変換して伝送することで通信相手に情
報を通知する情報通知方法、移動通信システム、基地局および移動局に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　移動通信システムにおける下り方向伝送、すなわち、基地局から移動局に向かう方向の
データ伝送には、大量のデータを高速にダウンロードするための HSDPA （ High Speed Dow
nlink Packet Access ；高速下りパケット伝送）と呼ばれる技術が使われる。 3GPP（ 3rd 
Generation Partnership Project）では、 HSDPA につき、移動局の受信品質に応じて変調
方式や Turbo符号化レートを変更することが検討されている。この場合、使用する変調方
式や Turbo 符号化レートを基地局から移動局に通知する必要がある。特に、変調方式や Tu
rbo 符号化レートを適応的に変更する AMC（適応変調符号化）方式では、これらの変調符
号化方式に関する情報を頻繁に基地局から移動局に通知（シグナリング）しなければなら
ない。
【０００３】
　非特許文献１には、このシグナリングに関する記述がある。まず、上記変調符号化方式
に関する情報に相当するものとして、 TFRC(Transport-Format and Resource Combination
 )がある。
【０００４】
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であるマルチコード数
とともに前記トランスポートブロックセットサイズの識別にも用いられる

とともに前記トランスポ
ートブロックセットサイズの識別にも用いられる 前記第１の識別コ
ードと第２の識別コードとの一の組合せに複数種が対応し

組合せられることにより 特定す
る
　前記第１の識別コードと第２の識別コードと第３の識別コードの組合せと前記トランス
ポートブロックセットサイズとの関係を示すテーブルに基づき、前記受信ステップで受信
された前記第１の識別コードと第２の識別コードと第３の識別コードとの組合せにより前
記トランスポートブロックセットサイズを



　図１は、非特許文献１に記載される TFRCリストの一例を示す図である。このリストは、
非特許文献１の上りシグナリングを説明する箇所に記載されるものであるが、下りシグナ
リングで基地局から移動局に通知される変調符号化方式に関する情報と実質同じものを示
している。このリストには、変調方式、トランスポートブロックセット (TBS )サイズ及び
符号数の組合せが示されている。ここでは、変調方式として、 QPSK(Quadrature Phase Si
ft Keying)および 16QAM(Quadrature Amplitude Modulation)のいずれかのデジタル変調方
式が使用される。 TBS サイズは、１フレームに含まれるトランスポートブロック (TrBlk )
のデータサイズにその個数を乗算したもの、すなわち１フレーム分のデータサイズそのも
のである。この TBS サイズは、 Turbo 符号化レートに関係するパラメータであり、変調符
号化方式に関する情報の一種である。また、ここでは拡散符号の一種であるチャネライゼ
ーション符号を複数まとめて１つの移動局に割当てるマルチコード方式を想定しており、
リスト中のマルチコード数はマルチコードの符号数（図では全て符号数＝５）を示してい
る。
【０００５】
　例えば、 TFRC(1)の場合、変調方式＝ QPSK、 TBSサイズ＝ 1200bit、符号数＝ 5であり、 TF
RC(6)の場合、変調方式＝ 16QAM、 TBSサイズ＝ 7200bit、符号数＝ 5である。なお、図１１
のリストには記載されていないが、拡散率 SF(Spreading Factor)=16、１フレーム =2msと
仮定した場合、１フレーム当りのデータ量は、変調方式＝ QPSKのときに 4800ビットであり
、変調方式＝ 16QAMのときに 9600ビットとなり、 Turbo符号化レートは、 TFRC(1)で 1/4、 TF
RC(2)で 1/2、 TFRC(3)で 3/4、 TFRC(4)で 1/2、 TFRC(5)で 5/8、 TFRC(6)で 3/4となる。
【０００６】
　上記の変調符号化方式に関する情報（非特許文献１では TFRC）を基地局から移動局へ通
知するためには、この情報データをそのまま伝送するわけではなく、データ量の少ない識
別データに変換して伝送する。この識別データは、非特許文献１の TFRI(Transport-Forma
t and Resource related Information)に相当する。 TFRIのデータ量が非特許文献１で次
のように規定されている。
　　・チャネライゼーション符号セット：７ビット
　　・変調方式：１ビット
　　・トランスポートブロックセットサイズ：６ビット
　チャネライゼーション符号セットとは、マルチコード方式において１つの移動局に割当
てられた複数のチャネライゼーション符号の組合せのことである。本来ならば TFRCを示す
図１でも、符号数のみならず、チャネライゼーション符号セットを表示すべきであるが、
図１は符号数を５個に固定した特別な場合を例示するものであり、符号数のみを示してい
る。
【０００７】
【非特許文献１】 3GPP TR(Technical Report)25.858V1.0.0 "8 Associated Signaling"
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　このように、変調符号化方式に関する情報を識別データに変換して伝送する情報通知方
法によって、基地局と移動局との間のトラフィックを低減している。
　上記識別データのデータ量が少ない程、トラフィックを低減できるため望ましく、更に
データ量の少ない識別データが求められている。
【０００９】
　本発明の目的は、識別データのデータ量を低減できる情報通知方法、移動通信システム
、基地局および移動局を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この発明に係る情報通知方法は、相関関係を有する複数種の情報を、この情報よりもデ
ータ量の少ない識別データに変換して伝送することにより、通信相手に前記情報を通知す
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る情報通知方法であって、識別データは各情報の種類に対応した複数種の識別コードから
成り、複数種の情報のうち、１の種類の情報用の識別コードと、他の種類の情報を識別す
るための識別コードとを組み合わせて用いることによって１の種類の情報を識別するもの
である。
【００１１】
　この発明に係る情報通知方法は、複数種の情報と識別コードとの対応関係を示す変換テ
ーブルを用いて、識別コードから情報への変換を行うものである。
【００１２】
　この発明に係る情報通知方法は、複数種の情報と識別コードとの対応関係を示す変換式
を用いて、識別コードから情報への変換を行うものである。
【００１３】
　この発明に係る移動通信システムは、固定された基地局と移動しながら前記基地局との
間で無線通信を行う移動局とで構成され、基地局および移動局の一方から他方へ、相関関
係を有する複数種の情報を、この情報よりもデータ量の少ない識別データに変換して伝送
することにより、前記情報を通知する移動通信システムであって、識別データは各情報の
種類に対応した複数種の識別コードから成り、複数種の情報のうち、１の種類の情報用の
識別コードと、他の種類の情報を識別するための識別コードとを組み合わせて用いること
によって１の種類の情報を識別するものである。
【００１４】
　この発明に係る移動通信システムは、複数種の情報として、基地局および移動局の双方
で使用する変調符号化方式に関する情報を通知するものである。
【００１５】
　この発明に係る移動通信システムは、変調符号化方式に関する情報として、変調方式、
拡散符号およびトランスポートブロックセットサイズを通知するものである。
【００１６】
　この発明に係る移動通信システムは、単一の基地局と単一の移動局との間の通信におい
て、連続する識別番号が付された複数の拡散符号のうち、所定の識別番号が付された拡散
符号から順に所定の符号数の拡散符号を使用するマルチコード方式の移動通信システムで
あって、複数の拡散符号から識別コードへの変換を、先頭の拡散符号の識別番号とマルチ
コードの中に含まれる個別の拡散符号の数とを組合せた情報から識別コードに変換するこ
とによって行うものである。
【００１７】
　この発明に係る基地局は、移動局との間で無線通信を行い、相関関係を有する複数種の
情報を、この情報よりもデータ量の少ない識別データに変換して伝送することにより、前
記移動局に前記情報を通知する基地局であって、識別データは各情報の種類に対応した複
数種の識別コードから成り、複数種の情報のうち、１の種類の情報用の識別コードと、他
の種類の情報を識別するための識別コードとを組み合わせて用いることによって１の種類
の情報を識別するものである。
【００１８】
　この発明によれば、基地局との間で無線通信を行い、相関関係を有する複数種の情報が
、この情報よりもデータ量の少ない識別データに変換されて伝送されることにより、基地
局から情報の通知を受ける移動局であって、識別データは各情報の種類に対応した複数種
の識別コードから成り、複数種の情報のうち、１の種類の情報用の識別コードと、他の種
類の情報を識別するための識別コードとを組み合わせて用いることによって１の種類の情
報を識別するものである。
【発明の効果】
【００１９】
　この発明によれば、相関関係を有する複数種の情報を、この情報よりもデータ量の少な
い識別データに変換して伝送することにより、通信相手に情報を通知する情報通知方法で
あって、識別データは各情報の種類に対応した複数種の識別コードから成り、複数種の情
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報のうち、１の種類の情報用の識別コードと、他の種類の情報を識別するための識別コー
ドとを組み合わせて用いることによって１の種類の情報を識別するように構成したので、
１の種類の情報用の識別コードのデータ量を低減することができる。したがって、情報通
知のために伝送する信号の量を低減できる。或いは、低減したデータ量分だけ冗長度の高
い符号化を採用することにより、情報通知の信頼性を向上することができる。
【００２０】
　この発明によれば、複数種の情報と識別コードとの対応関係を示す変換テーブルを用い
て、識別コードから情報への変換を行うように構成したので、高速変換が可能である。
【００２１】
　この発明によれば、複数種の情報と識別コードとの対応関係を示す変換式を用いて、識
別コードから情報への変換を行うように構成したので、変換式を記憶しておくだけで識別
データへの変換が可能となり、記憶容量を減らすことができる。
【００２２】
　この発明によれば、固定された基地局と移動しながら前記基地局との間で無線通信を行
う移動局とで構成され、基地局および移動局の一方から他方へ、相関関係を有する複数種
の情報を、この情報よりもデータ量の少ない識別データに変換して伝送することにより、
情報を通知する移動通信システムであって、識別データは各情報の種類に対応した複数種
の識別コードから成り、複数種の情報のうち、１の種類の情報用の識別コードと、他の種
類の情報を識別するための識別コードとを組み合わせて用いることによって１の種類の情
報を識別するように構成したので、上記の情報通知方法と同様に、識別データのデータ量
を低減することができる。
【００２３】
　この発明によれば、複数種の情報として、基地局および移動局の双方で使用する変調符
号化方式に関する情報を通知するように構成したので、通信環境等に応じて変調符号化方
式を変更するシステムを実現することができる。特に、 AMC方式において有効である。
【００２４】
　この発明によれば、変調符号化方式に関する情報として、変調方式、拡散符号およびト
ランスポートブロックセットサイズを通知するように構成したので、変調符号化方式に関
し必要充分な情報を通知できる。
【００２５】
　この発明によれば、単一の基地局と単一の移動局との間の通信において、連続する識別
番号が付された複数の拡散符号のうち、所定の識別番号が付された拡散符号から順に所定
の符号数の拡散符号を使用するマルチコード方式の移動通信システムであって、複数の拡
散符号から識別コードへの変換を、先頭の拡散符号の識別番号とマルチコードの中に含ま
れる個別の拡散符号の数とを組合せた情報から識別コードに変換することによって行うよ
うに構成したので、複数の拡散符号に関し必要充分な数の識別コードを生成できる。
【００２６】
　この発明によれば、移動局との間で無線通信を行い、相関関係を有する複数種の情報を
、この情報よりもデータ量の少ない識別データに変換して伝送することにより、前記移動
局に前記情報を通知する基地局であって、識別データは各情報の種類に対応した複数種の
識別コードから成り、複数種の情報のうち、１の種類の情報用の識別コードと、他の種類
の情報を識別するための識別コードとを組み合わせて用いることによって１の種類の情報
を識別するように構成したので、上記の情報通知方法および移動通信システムと同様に、
識別データのデータ量を低減することができる。
【００２７】
　この発明によれば、基地局との間で無線通信を行い、相関関係を有する複数種の情報が
、この情報よりもデータ量の少ない識別データに変換されて伝送されることにより、基地
局から前記情報の通知を受ける移動局であって、識別データは各情報の種類に対応した複
数種の識別コードから成り、複数種の情報のうち、１の種類の情報用の識別コードと、他
の種類の情報を識別するための識別コードとを組み合わせて用いることによって１の種類

10

20

30

40

50

(5) JP 3776431 B2 2006.5.17



の情報を識別するように構成したので、上記の情報通知方法、移動通信システムおよび基
地局と同様に、識別データのデータ量を低減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下、この発明をより詳細に説明するために、この発明を実施するための最良の形態に
ついて、添付の図面にしたがって説明する。
実施の形態１．
　図２は、本発明の実施の形態１に係る移動通信システムの構成を示す図である。移動通
信システムは、移動局１１、基地局１２および基地局制御装置１３から構成される。移動
局１１は、ユーザによって携帯され、移動しながら基地局１２との間で無線通信を行うこ
とが可能な端末である。基地局１２は、特定の場所に設置される装置であって、複数の移
動局１１との間で同時に無線通信を行うことが可能である。また、基地局１２は、有線伝
送路を介して上位装置である基地局制御装置１３に接続されており、基地局１２が移動局
１１を有線通信回線に接続する役割を担っている。基地局制御装置１３は、複数の基地局
１２に接続され、基地局１２に関する各種制御を行うとともに、移動局１１を基地局１２
経由で公衆回線網（不図示）に回線接続する。
【００２９】
　図２の移動通信システムでは、移動局１１から発信された信号が、基地局１２、基地局
制御装置１３および公衆回線網をこの順に経由して通信相手まで伝送される。逆に、通信
相手から発信された信号は、公衆回線網、基地局制御装置１３および基地局１２をこの順
に経由して移動局１１まで伝送される。
【００３０】
　図３は、図２の基地局の構成を示すブロック図である。図３では、基地局のうち送信側
の構成のみが図示される。基地局は、トランスポートブロック合成部２１、チャネルコー
ディング部２２、物理チャネル分割部２３、インターリーブ部２４、マッピング部２５、
拡散変調部２６、乗算器２７、多重化部２８、送信部２９、アンテナ３０、リソース管理
部３１および情報通知部３２を備えている。このうち、チャネルコーディング部２２はタ
ーボ符号化部３６およびレートマッチング部３７を備えている。
【００３１】
　次に基地局の動作を説明する。
　基地局制御装置１３から送られてきたデータは、固定長のトランスポートブロックとし
て基地局１２のトランスポートブロック合成部２１に入力される。トランスポートブロッ
ク合成部２１には、リソース管理部３１から指示された TBS サイズに応じた数、すなわち
TBS サイズをトランスポートブロック長で除算して得られた数のトランスポートブロック
を組合せて TBSを生成する。 TBS は、チャネルコーディング部２２の処理単位である。ト
ランスポートブロック合成部２１から出力された TBSは、ターボ符号化部３６に入力され
てターボ符号化処理が施され、続いてレートマッチング部３７において所定長のデータに
調整される。このとき、ターボ符号化部３６とレートマッチング部３７とから成るチャネ
ルコーディング部２２は、リソース管理部３１から指示された符号化レートに基づいて、
出力データが所定長になるよう調整する。
【００３２】
　レートマッチング部３７から出力された TBS は、物理チャネル分割部２３において物理
チャネル毎の所定長のデータに分割され、続いて、インターリーブ部２４においてインタ
ーリーブ処理を受け、マッピング部２５に入力される。マッピング部２５では、リソース
管理部３１から指示されたデジタル変調方式（ QPSKまたは 16QAM）を用いて、インターリ
ーブ部２４から出力されたデータが変調される。拡散変調部２６では、リソース管理部３
１から指示された識別番号（１，２，…，Ｍ）に対応したチャネライゼーション符号を用
いて、マッピング部２５から出力されたデータにそれぞれ拡散変調を施す。乗算器２７で
は、拡散変調部２６から出力されたデータにそれぞれゲイン（Ｇ）が乗算される。多重化
部２８では、乗算器２７から出力されたデータ、パイロットチャネルの１種である CPICH(
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Common Pilot Channel)のデータおよび他チャネルのデータが多重化される。多重化部２
８から出力されたデータは、送信部２９において無線周波数の信号に変換され、続いて、
アンテナ３０から対向する移動局１１に向けて無線送信される。
【００３３】
　なお、リソース管理部３１は、通信相手である複数の移動局１１との通信で使用する変
調符号化方式に関する情報を一括管理しており、通信環境に応じて変化する変調符号化方
式に対応した情報を各部に指示する。また、リソース管理部３１で管理されている変調符
号化方式に関する情報は、情報通知部３２においてそれぞれデータ量の少ない識別データ
に変換され、他チャネルを通じて移動局１１に伝送される。識別データはチャネライゼー
ション符号セットを示す第１の識別コード、変調方式を示す第２の識別コード、並びに TB
S サイズに対応した第３の識別コードを含んで成る。第１の識別コードは、チャネライゼ
ーション符号セットを、対応するコードに変換して得たものである。第２の識別コードは
、変調方式を、対応するコードに変換して得たものである。第３の識別コードは、マルチ
コード数と変調パターンを識別する情報 (TFRC)との組み合わせを、対応するコードに変換
して得たものである。
【００３４】
　図４は、図２の基地局における送信データの変形過程を例示する図である。まずステッ
プＳ１では、データ長がそれぞれ２４０ビットである１０個のトランスポートブロックが
合成されて、２４００ビットの TBSが生成される（トランスポートブロック合成部２１）
。次にステップＳ２では、２４００ビットの TBSに２４ビットＣＲＣビットが付加される
。これは、図３のチャネルコーディング部２２において、ターボ符号化の前過程として行
われる処理である。次にステップＳ３では、符号化レート R=1/3 のターボ符号化が施され
、データ長が３倍の７２７２ビットとなる（ターボ符号化部３６）。次にステップＳ４で
は、レートマッチング処理によりデータ長が４８００ビットに調整される（レートマッチ
ング部３７）。次にステップＳ５では、５つの物理チャネル毎に９６０ビットのデータに
分割される（物理チャネル分割部２３）。次にステップＳ６では、物理チャネル毎にイン
ターリーブ処理が施され、データ長に変化はない（インターリーブ部２４）。この図４の
例は、チップレート 3.84Mcps、拡散率 SF=16、１フレームあたり 2ms、変調方式 =QPSK変調
におけるものを示している。この場合の符号化レート Rは、 R=2424/4800≒ 1/2である。
【００３５】
　図５は、図２の移動局の構成を示すブロック図である。図５では、移動局の受信側の構
成のみを図示している。移動局は、アンテナ４１、受信部４２、逆拡散部４３、デマッピ
ング部４４、デインターリーブ部４５、物理チャネル合成部４６、チャネルデコーディン
グ部４７、トランスポートブロック分割部４８および変換部４９を備えている。チャネル
デコーディング部４７は、レートデマッチング部５１およびターボ復号部５２を備えてい
る。変換部４９は、変換テーブル５３，５４，５５および変換式５６を有している。
【００３６】
　次に移動局の動作を説明する。
　対向する基地局１２から到来した無線信号は、アンテナ４１で受信された後、受信部４
２において無線周波数からベースバンドに周波数変換される。逆拡散部４３では、変換部
４９から指示された識別番号に対応する複数のチャネライゼーション符号を用いて、受信
部４２から出力されたデータに逆拡散処理が施される。この逆拡散処理によって、物理チ
ャネル毎にシンボル系列が復元される。逆拡散部４３から出力されたシンボル系列に対し
、デマッピング部４４では、変換部４９から指示されたデジタル変調方式を用いて、復調
処理が行われる。続いて、デインターリーブ部４５でデインターリーブ処理が施され、物
理チャネル合成部４６において各物理チャネルのデータが合成され、 TBS が復元される。
【００３７】
　次に、レートデマッチング部５１においてレートデマッチング、ターボ復号部５２にお
いてターボ復号が行われる。このとき、レートデマッチング部５１およびターボ復号部５
２から成るチャネルデコーディング部４７は、出力データ長が変換部４９から指示された
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符号化レートに応じたデータ長となるように調整する。トランスポートブロック分割部４
８では、ターボ復号部５２から出力された TBS が、変換部４９から指示された数のトラン
スポートブロックに分割され、他の処理ブロックへ送られる。
【００３８】
　なお、基地局１２の情報通知部３２から伝送されてきた識別データは、物理チャネル以
外の他チャネルを介して受信されて変換部４９に入力される。変換部４９に入力された識
別データは、変換部４９が保有する変換テーブル５３～５５および変換式５６によって変
調符号化方式に関する情報に変換され、各部に指示される。変換テーブル５３は、チャネ
ライゼーション符号セットを示す識別コードから、複数のチャネライゼーション符号の識
別番号（１，２，…，Ｍ）に変換するためのテーブルである。チャネライゼーション符号
セットは同一の初期値、同一のマルチコード数によって特徴付けられるチャネライゼーシ
ョン符号のグループである。変換テーブル５３は図６～図８に示すものである（詳細は後
述）。変換テーブル５４は、変調方式（ QPSK/16QAM）を示す識別コードから、 QPSKまたは
16QAM のいずれかのデジタル変調方式を示すデータに変換するためのテーブルであり、図
９に示すものである（詳細は後述）。変換テーブル５５は、 TBS サイズ、マルチコード数
および変調方式を示す識別データから、トランスポートブロックセットに含まれるトラン
スポートブロックの数を算出する変換テーブルであり、図１０～図１２の一部（図１０～
図１２そのものが変換テーブルであるわけではない）に示すものである。変換式５６は、
TBS サイズおよび変調方式の識別データから符号化レートを算出する変換式であり、詳細
は後述する。また、ここでは識別データから情報への変換を説明するが、この変換の逆変
換が、基地局１２の情報通知部３２において行われる。
【００３９】
　図６～図８は、チャネライゼーション符号セットに関する変換テーブルを示す図である
。ここでは、拡散率 SF(Spreading Factor)=16を想定しており、全符号数は 16個となる。 S
F=16のチャネライゼーション符号を Cch(16,k)と表記し（ k=0～ 15：識別番号）、この 16個
の符号のうち、複数のチャネライゼーション符号を１つの移動局に割当てて使用する場合
、先頭のチャネライゼーション符号から順に連続した識別番号 kのチャネライゼーション
符号を割当てるものとする。また、ここでは識別番号 k=0のチャネライゼーション符号は
、 CPICH(共通パイロットチャネル )その他に用いるため、移動局に割当てないものとする
。図６～図８において、初期値とは上記先頭のチャネライゼーション符号を示し、マルチ
コード数とは１つの移動局に割当てるチャネライゼーション符号の数である。このように
、図６～図８では、チャネライゼーション符号セットを初期値とマルチコード数とによっ
て表し、これと識別コードとの対応関係を示している。対応関係は下記に示すものである
。
【００４０】
　初期値 Cch(16,1)、マルチコード数１～１５　⇔　識別コード０～１４
　初期値 Cch(16,2)、マルチコード数１～１４　⇔　識別コード１５～２８
　初期値 Cch(16,3)、マルチコード数１～１３　⇔　識別コード２９～４１
　初期値 Cch(16,4)、マルチコード数１～１２　⇔　識別コード４２～５３
　初期値 Cch(16,5)、マルチコード数１～１１　⇔　識別コード５４～６４
　初期値 Cch(16,6)、マルチコード数１～１０　⇔　識別コード６５～７４
　初期値 Cch(16,7)、マルチコード数１～９　⇔　識別コード７５～８３
　初期値 Cch(16,8)、マルチコード数１～８　⇔　識別コード８４～９１
　初期値 Cch(16,9)、マルチコード数１～７　⇔　識別コード９２～９８
　初期値 Cch(16,10)、マルチコード数１～６　⇔　識別コード９９～１０４
　初期値 Cch(16,11)、マルチコード数１～５　⇔　識別コード１０５～１０９
　初期値 Cch(16,12)、マルチコード数１～４　⇔　識別コード１１０～１１３
　初期値 Cch(16,13)、マルチコード数１～３　⇔　識別コード１１４～１１６
　初期値 Cch(16,14)、マルチコード数１、２　⇔　識別コード１１７～１１８
　初期値 Cch(16,15)、マルチコード数１　⇔　識別コード１１９
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【００４１】
　このように、チャネライゼーション符号セットの識別コードとしては、１２０通りあれ
ばよい。ただし、ここでの識別コードは１０進数で表記している。これに対し、図５に記
載されるチャネライゼーション符号セットの識別コードは、２進数で７ビットの 0000000-
1111111と表記される。このことは、非特許文献１に記載されている、チャネライゼーシ
ョン符号セットのシグナリングを７ビットで行う規定に合致する。
【００４２】
　図９は、変調方式に関する変換テーブルを示す図である。ここでは、変調方式として QP
SKおよび 16QAM のいずれかを使用することを想定している。 QPSKの識別コードは０であり
、 16QAM の識別コードは１である。このように、変調方式の識別コードとしては、２通り
（１ビット）あればよい。このことは、非特許文献１に記載されている変調方式のシグナ
リングを１ビットで行う規定に合致する。
【００４３】
　図１０～図１２は、 TBS サイズの変換を示す図である。これらは、非特許文献１に記載
される図１を拡張したものである。図１に比べ、図１０～図１２では、トランスポートブ
ロック (TrBlk)サイズ、トランスポートブロック (TrBlk)数および識別コードの項目が付加
されている。 TrBlkサイズは、トランスポートブロックのサイズであり、固定長の２４０
ビットである。 TrBlk数は、１つの TBSに含まれる TrBlkの数であり、 TBSを分割するときの
分割数でもある。また、図１ではマルチコード数＝５のみが記載されていたが、図１０～
図１２ではマルチコード数＝１～１５について記載されている。 TFRC(x,y)は、マルチコ
ード数＝ｙのときの TFRCを表している。たとえば、 TFRC(x,5)は、図１の TFRC(x)に相当す
る。識別コードについては、参考例のものと本実施形態のものとを記載している。
【００４４】
　参考例では、全部で９０の TFRC（図１０～図１２）のうちある TFRCについては、識別コ
ードを表す１０進数の数字と TrBlk 数を表す１０進数の数字とが一致するようにしている
。この場合、 TrBlk サイズを乗算するだけで TBSサイズが得られ利便性が高いが、１～９
０（７ビット）の識別コードが必要であり、 TBSサイズのシグナリングを６ビットで行う
非特許文献１の規定よりも多くのデータ量が必要となる。ただし、９０通りの TFRCには、
TrBlk 数あるいは TBS サイズが一致するものがあり、識別コードとしては５０通り（６ビ
ット）あればよい。したがって、参考例の識別コード１～９０を、複数ある同一 TBS サイ
ズの組み合わせに対しては必ず同じ識別コードが与えられるように並べ換えた識別コード
１～５０を使用すれば、非特許文献１の規定に合致することとなる。
【００４５】
　本実施形態では、全てのｙについて、 TFRC(1,y)および TFRC(4,y)の識別コードを１とし
、 TFRC(2,y)および TFRC(5,y)の識別コードを２とし、 TFRC(3,y)および TFRC(6,y)の識別コ
ードを３としている。このような識別コードは、単独では３通りを識別するのみであり、
様々な TBSサイズを全て識別することはできないが、他の識別コードと組合わせることに
よって、識別可能となるものである。変調方式については、２通りの識別コードが図９に
記載された変換テーブルから容易に把握できる。また、マルチコード数についても、１５
通りの識別コードが図６～図８の変換テーブルから把握できる。たとえば、図６～図８の
識別コードのうち、特定の識別コード０，１５，２９，４２，５４，６５，７５，８４，
９２，９９，１０５，１１０，１１４，１１７，１１９は、マルチコード数＝１に対応す
る。したがって、これらを組合わせた識別コード群により、３×２×１５＝９０通りの TF
RCを識別することができる。このように、 TBS サイズに関する識別コードは１～３（２ビ
ット）のみとなるため、識別データのデータ量を大幅に低減することが可能である。
【００４６】
　非特許文献１との関係でいえば、 TBS サイズのシグナリング用に規定された６ビットを
２ビットに減らすことができる。或いは、２ビット以外の４ビットを独立に使って、図１
０～図１２に示す TBS サイズ以外の TBS サイズ（たとえば、 336、 10000など）を伝送する
こともできる。また、６ビットをまとめて使用する場合、すなわち、シグナリングで用い
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ている１～３以外の値（０、４～６３）を、図１０～図１２に示す TBS サイズ以外の TBS 
サイズを伝送するために用いることもできる。
【００４７】
　次に図５の変換式５６について説明する。
　まず、レートマッチング後の１フレームのデータ長を Lrm、変調方式の識別コードを Mod
としたとき、データ長 Lrmは、
　　 Lrm=960*(Mod+1)　…　（１）
と表される。変調方式が QPSKの場合は Mod=0であるため Lrm=960となり、変調方式が 16QAM
の場合は Mod=1であるため Lrm=1920となる。続いて、 TBSサイズを St、 TBSサイズの識別コ
ードを T、マルチコード数を MCとすると、 TBSサイズ Stは、
　　 St=(T+3*Mod)*MC*240　…　（２）
と表される。たとえば、 TFRC(1,5)の場合、すなわち T=1、 Mod=0、 MC=5の場合、
　　 St=(1+3*0)*5*240=1200
となり、 TFRC(5,10)の場合、すなわち T=2、 Mod=1、 MC=10の場合、
　　 St=(2+3*1)*10*240=12000
となる。続いて、符号化レートを Rとすると、符号化レート Rは、
　　 R=St/(Lrm*MC)　…　（３）
と表され、式（１）および式（２）を式（３）に代入することによって、
　　 R=(T+3*Mod)/4*(Mod+1)　…　（４）
が得られる。たとえば、 TFRC(1,5)の場合、すなわち T=1、 Mod=0の場合、
　　 R=(1+3*0)/4*(0+1)=1/4=0.25
となり、 TFRC(5,10)の場合、すなわち T=2、 Mod=1の場合、
　　 R=(2+3*1)/4*(1+1)=5/8=0.625
となる。上記の式（４）は、 TBS サイズの識別コード T および変調方式の識別コード Mod 
から符号化レート Rを算出するための変換式であり、図５の変換式５６に相当する。
【００４８】
　以上のように、本実施形態では、チャネライゼーション符号セットを変換して得られた
識別コード、変調方式を識別する識別コード、マルチコード数と変調パターン識別情報 (T
FRC)の組み合わせを対応するコードに変換することによって得られる識別コードを組み合
わせて用いることによって TBS サイズを識別する。よって、 TBS サイズを識別するための
データ量を低減できる。或いは、低減したデータ量分だけ冗長度の高い符号化を採用する
ことにより、情報通知の信頼性を向上することができる。
【００４９】
　なお、上記ではマルチコード数と変調方式 (TFRC)との両方を用いて、 TBS サイズに対応
する識別コードのデータ量を削減することを示したが、どちらか一方を用いて TBS サイズ
を識別するためのデータ量を削減しても良い。また、 TBS サイズの識別コードを参考例と
同じものとし、これと変調方式とを組合せることにより、チャネライゼーション符号セッ
トの識別コードのデータ量を削減してもよい。
【００５０】
実施の形態２．
　上記の実施の形態１では、 TBS サイズに対応した識別コードから TBS サイズを知るのに
変換テーブル５５を用いるものであったが、実施の形態２では、変換テーブル５５に代え
て変換式を使用するものである。この変換式は、上記の式（２）である。式（２）は、 TB
S サイズの識別コード T 、変調方式の識別コード Mod およびマルチコード数 MCから TBS サ
イズを復元するための変換式である。
【００５１】
　以上のように、本実施形態では、変換テーブルを変換式で代用するため、変換テーブル
を記憶しておく必要がなく、記憶容量を節約できる。特に、記憶容量に制限のある移動局
において有効である。
【産業上の利用可能性】
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【００５２】
　以上のように、この発明に係る情報通知方法、移動通信システム、基地局および移動局
は、トラフィックを低減するために識別データのデータ量を低減するのに適している。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】非特許文献１の TFRCを示す図である。
【図２】本発明の実施の形態１における移動通信システムの構成を示すブロック図である
。
【図３】図２の基地局の構成を示すブロック図である。
【図４】図２の基地局における送信データの変形過程を例示する図である。
【図５】図２の移動局の構成を示すブロック図である。
【図６】チャネライゼーション符号セットに関する変換テーブル (No.1)を示す図である。
【図７】チャネライゼーション符号セットに関する変換テーブル (No.2)を示す図である。
【図８】チャネライゼーション符号セットに関する変換テーブル (No.3)を示す図である。
【図９】変調方式に関する変換テーブルを示す図である。
【図１０】 TBS サイズの変換 (No.1)を示す図である。
【図１１】 TBS サイズの変換 (No.2)を示す図である。
【図１２】 TBS サイズの変換 (No.3)を示す図である。

10

【 図 １ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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